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6月10日、八重山から棡原地区の山々にかけて、
八重山トレイルレースプレ大会が行われました。この
トレイルレースは八重山トレイルレース実行委員会が
企画運営したもので、多くのランナーがロングとショ
ートの2つのコースに分かれて走りました。

広がれ！思いやりの輪！！

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

7月号の表紙は、5月19日、上野原小学校グラウンドで行われた、第8
回太陽のつどいの輪投げの様子です。太陽のつどいは、市内に住むお年寄
りや障がいをもつ方などがフォークダンスや宝探しなどのゲームを行い、
健康増進や交流の場とするものです。カメラのファインダーごしに見る、
参加者のみなさんの笑顔がとても印象的でした。こうした取り組みを通じ
て、より多くの方が互いを思いやり支え合える社会ができればと感じまし
た。広がれ！笑顔あふれる思いやりの輪！！

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●25,998人　（－55）
男 ●12,962人 （－32）
女 ●13,036人 （－23）
世帯●9,947世帯 （ －5）
平成24年6月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●八重山トレイルレースプレ大会
5月21日、上野原小学校で、金環日食観測会が行わ

れました。金環日食は、太陽が月の影に隠れてリング
状に見える現象で、日本の広い範囲で観測されるのは、
約1000年に一度のことです。子どもたちは自作の遮
光メガネで金環日食の天体ショーを観測しました。

●金環日食観測会

6月4日、もみじホールで、市内3私立幼稚園合同
観劇会が行われました。これは、島田幼稚園、羽佐間
幼稚園、上野原幼稚園が企画したもので、猫や犬など
の人形が登場し、劇を披露しました。人形たちは、劇
の途中に客席を歩き、園児たちを喜ばせていました。

●市内3私立幼稚園合同観劇会
5月29日、上野原第1・第2保育所で、人権の花運

動が行われました。この運動は、花を育てることで命
の大切さを知り、優しい心や思いやりが育まれるよう
に行われるものです。この日は、紙芝居も行われ、多
くの園児たちが思いやりの大切さなどを学びました。

●人権の花運動
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東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
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《各階の診療機能》
1階《外来診療部門》
救急処置室、外科、整形外科、脳神経外科、内科、
小児科、皮膚科、泌尿器科、耳鼻科、眼科、感染
外来、中央処置室、化学療法室、透析室、健診機能
1階《検査部門》
放射線科（一般撮影、Ｘ-ＴＶ、ＣＴ、ＭＲＩ、マ
ンモグラフィ、骨塩定量測定、血管造影）、内視
鏡、検体検査、生理検査
2階《手術部門》
病棟、手術室（3室　※うち1室は軽微な手術室）
3階《リハビリテーション部門》
・リハビリテーション病棟、通所リハビリテーショ　
ン機能

▲病室番号の上には、市の花・木・鳥のリンドウ、山もみじ、
ウグイスが描かれています。
写真説明
①急ピッチで工事が進む新市立病院正面玄関、②受付会計カ
ウンター、③病院内通路、④太陽光発電パネル、⑤病室、⑥
談話室、⑦外来診療室入口と待合いホール、⑧最新機器が入
った手術室、⑨展望がよいリハビリ室、⑩救急入口

①

②③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

広報うえのはら　No.89  2

発表

多くのみなさんが、待ち望んでいた新市立病院が、10月初旬に開院する予定となり
ました。広報7月号では、新市立病院建設にともなうこれまでの経緯と施設内の概要
を紹介します。

新新市市立立病病院院
1100月月初初旬旬開開院院予予定定

《
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と
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》

上
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原
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医

療
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踏
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。
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。
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。
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す
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現
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療
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を
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ら
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引
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越
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。
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願
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。

市民の安全安心の中核施設
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建 物

119,438
907
0

120,345

土 地

539,151
249,419
214,349

1,002,919

区　　　　　　分

1 普 通 債

（1）総 務 債
（2）民 生 債
（3）衛 生 債
（4）農 林 水 産 業 債
（5）商 工 債
（6）土 木 債
（7）消 防 債
（8）教 育 債
2 災 害 復 旧 事 業 債

（1）災 害 復 旧 事 業 債
3 そ の 他

（1）減 収 補 て ん 債
（2）減 税 補 て ん 債
（3）臨 時 税 収 補 て ん 債
（4）臨 時 財 政 対 策 債
（5）合 併 特 例 債

計

●一般会計地方債目的別現在高

区 分

行 政 財 産
普 通 財 産
土 地 開 発 基 金

計

（Ｈ24.3.31現在　単位：m2）

現 在 高

6,270,081
2,898,447

0
87,302
234,703

0
2,171,537
54,997
823,095
32,070
32,070

6,882,903
0

497,335
70,936

3,273,232
3,041,400
13,185,054

病院事業会計

市の
地方債の状況

地方債は、公共施設の整備などのために金融機関や国などから借り入れる、いわゆる
「市の借金」です。地方債の総額は、平成24年3月31日現在で186億825万1千円となります。

病院事業会計の収支は、総収益が3億5666万2千
円、総費用が3億5716万1千円となり、49万9千円
の損失となりました。
なお、平成23年度の入院患者は、延べ1万9073
人（1日平均53人）で、前年度比は980人の増加と
なりました。また、外来患者は、延べ7万9572人
（1日平均272人）で、前年比519人の減少となり
ました。

行政財産とは、普通地方公共団体において公用
または公共用に使われる財産。普通財産とは、行
政財産土地開発基金以外のいっさいの公有財産。
土地開発基金とは、公用または公共用に使うのに
必要な土地を購入するための基金。

区　分

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

収　入

356,662

167,627

支　出

357,161

182,115

収　支

△499

△14,488

（Ｈ24.3.31現在　単位：千円）

現 在 高

52,212
4,737,091
633,894

5,423,197

区 分

簡 易 水 道 事 業 債
下 水 道 事 業 債
病 院 事 業 債

計

●その他会計地方債現在高（Ｈ24.3.31現在 単位：千円）

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額
14,488千円は、過年度分損益勘定留保資金
で補てん

●問い合わせ 企画課財政担当（蕁62ー3118）

市有財産の状況

（Ｈ24.3.31現在 単位：千円）

区　　分

区　　分
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市市のの財財政政公公表表

1人あたり

（円）

48,415
61,215
1,802
6,015

117,447

科　　目

市 民 税

固定資産税

軽自動車税

市たばこ税

計

収入済額

（千円）

1,261,939
1,595,556
46,970
156,783

3,061,248

※一世帯一人あたりの負担は、世帯数　9,925世帯

住民基本台帳登載人口　26,065人をもとに算出して

います。

1世帯あたり

（円）

127,148
160,761
4,732
15,797
308,438

この「財政公表」は、市民のみなさんに市の予算執行状況をお知らせするため、毎年2回（7月・12月）定期
的に行っているものです。
今回は、平成23年度下期の一般会計・特別会計および病院事業会計をお知らせします。
なお、市の会計（病院事業会計を除く）では、平成23年度出納整理期間（平成24年4月1日～5月31日）が含ま
れていないため、今回公表する額は決算額とは異なり、収入率、支出率、市債残高が低くなっています。

歳入
予算現額　11,961,312千円
収入済額　 9,250,644千円
収 入 率 77.3％

特別会計

歳出
予算現額　11,961,312千円
支出済額　 9,352,081千円
支 出 率 78.2％

予算の
執行状況

一般会計では、予算現額119億6131万2千円に対し
て収入済額が92億5064万4千円、支出済額93億5208
万1千円となっています。

一般会計

平成23年度の下期の

会 計

国民健康保険

後期高齢者医療

介 護 保 険

介護サービス

公 共 下 水 道

簡 易 水 道

教育奨励資金

財 産 区

財産保護組合

計

（Ｈ24.3.31現在　単位：千円）

収入済額

2,424,067
183,576
1,489,584
9,214

188,841
52,134
70,314
301,095
2,897

4,721,722

収入率

77.6
40.2
74.0
96.0
28.1
57.2
96.1
99.6
98.3
70.0

支出済額

2,861,832
446,063
1,688,116
6,876

629,854
77,533
70,206
30,607

0
5,811,087

支出率

91.7
97.6
83.9
71.6
93.7
85.1
95.9
10.1
0.0
86.2

予算額

3,122,300
456,908
2,013,225
9,598

672,222
91,136
73,202
302,376
2,947

6,743,914

住民負担の状況
（Ｈ24.3.31現在）
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上上野野原原農農産産物物直直売売所所一一覧覧

6

オオスス
ススメメ！！

ＪＡクレイン巌
農産物直売所

住　上野原市四方津765
電　0554－63－0703
時　8時～正午（売り切れ次第終了）
営　日曜日　　駐　10台

季節の野菜、南蛮味噌
山菜

10

オオスス
ススメメ！！

いいじゃん島田
販売所

所　上野原市新田848-7
電　090－6110－8059（上條公男）
時　10時～17時 駐　10台
営　水、土、日曜日　

季節の野菜、山菜、果物

市内には、多くの直売所があ
ります。うえのはらの生産者が、
心をこめて作った新鮮な野菜の
ある直売所に、みなさんも足を
運んでみてはいかがでしょう
か？

7

オオスス
ススメメ！！

1

オオスス
ススメメ！！

緑の直売所
所　上野原市西原5360
電　0554－68－2119（長田助成）
時　7時～11時　駐　10台
営　土日祝日（12月～3月休業）

手作りこんにゃく、
梅漬け

所 所在地　　駐 駐車場
電 電話番号　営 営業日
時 営業時間

3

オオスス
ススメメ！！

4

オオスス
ススメメ！！

犬目宿直売所
所　上野原市犬目870
電　0554－66－3146（中島滋）
時　13時～17時（売り切れ次第終了）
営　土、日曜日のみ　駐　3台

季節の野菜、漬け物、
こんにゃく、山菜

9

オオスス
ススメメ！！

談合坂ＳＡやさい村
所　上野原市大野4943（ＳＡ上り線）
電　042－621－1352
時　8時～18時（12～3月は9～17時）
営　年末年始を除く毎日　

駐 大型51台・小型458台
季節の野菜、花、新鮮たまご

11

オオスス
ススメメ！！

秋山温泉
農産物直売所

住　上野原市秋山2210
電　0554－56－2813（関戸くに子）
時　11時～17時（売り切れ次第終了）
営　6月1日～11月30日
（月・祝日除く）駐　200台　
ひなづる漬、季節の野菜

5

オオスス
ススメメ！！

ファーマーズコモア
所　上野原市コモアしおつ1-42-1
電　0554－66－3601
時　10時～19時半
営　年始を除く毎日　　駐 25台

こんにゃく、味噌、米
季節の野菜

8

オオスス
ススメメ！！

ＪＡクレイン地元
農産物直売所

所　上野原市上野原3662
電　0554－63－1113
時　平日8時半～18時
土日祝9時～17時　駐10台
営　年末年始を除く毎日
季節の野菜、山菜

2

オオスス
ススメメ！！

羽置の里びりゅう館
直売所

所　上野原市西原6931
電　0554－68－2100
時　10時～17時　駐　28台
営　3月～12月（毎週水曜日定休）

刺身こんにゃく、梅漬け、
せいだのたまじ

各種イベント開催・ブログＵＲＬ
http://ameblo.jp/biryukan/

新鮮野菜朝市
所　上野原市上野原3832
電　0554－62－3119
時　7時半～9時（売り切れ次第終了）
営　5月中旬～12月中旬の毎週　

土曜日　　駐 100台
季節の旬な野菜、花

地元のみなさんの利用
をお待ちしています！

野菜づくりに興味のある方は、
気軽に声をかけてください！

年3回餅祭りを開催してい
ます（4月・5月・10月）！

車でお越しいただけます。新鮮
な野菜を取りそろえています！

みなさんのお越しをお待ち
しています！

施設内のレストラン「トラット
リア」では、直売野菜を使用！

毎週日曜日、お待ちしてい
ます！

酒まんじゅう、長寿味噌、せい
だのたまじ、ゆずワインもあるよ！

店頭精米のお米や花、野菜
も買えます！

秋山温泉にお越しの際は、
お立ち寄りください！

棡原ふるさと長寿館
直売所

所　上野原市棡原2374-1
電　0554－67－2910
時　9時～17時　　駐　20台
営　年末年始を除く毎日

季節野菜・わさび漬
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新新
鮮鮮
なな
野野
菜菜
をを

ああ
なな
たた
のの
もも
とと
にに

安
全
安
心
な
食
生
活
は
、
み
な
さ
ん
の
願
い
で
す
。
市
内
の
各
生
産
者

組
織
や
各
直
売
所
で
は
、
地
産
地
消
の
考
え
か
ら
、
安
全
安
心
で
新
鮮
な

野
菜
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

広
報
7
月
号
で
は
、
う
え
の
は
ら
の
新
鮮
な
野
菜
を
提
供
し
て
い
る
市

内
の
直
売
所
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
う
え
の
は
ら
の
野
菜
を
つ

く
っ
て
い
る
上
野
原
市
新
鮮
野
菜
生
産
者
の
会
の
井
上
勇
会
長
に
、
野
菜

づ
く
り
へ
の
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

《
地
産
地
消
》

地
産
地
消（
ち
さ
ん
ち
し
ょ
う
）と
は
、地

域
生
産
地
域
消
費
の
略
語
で
、地
域
で
生
産

さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
生
産
物
や
資
源（
農
産

物
な
ど
）を
そ
の
地
域
で
消
費
す
る
取
り
組

み
の
こ
と
で
す
。

地
産
地
消
に
は
、
旬
な
食
べ
物
を
新
鮮
な

う
ち
に
食
べ
ら
れ
、
地
域
の
伝
統
的
食
文
化

の
維
持
と
継
承
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
地
元
の
農
業
を
応
援
す
る
こ
と
に
も

な
り
、
地
元
農
業
者
の
営
農
意
欲
を
高
め
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

《
地
産
地
消
の
取
り
組
み
》

昔
か
ら
上
野
原
市
は
、
水
は
け
の
良
い
自

然
豊
か
な
土
地
の
た
め
、
と
て
も
品
質
の
良

い
野
菜
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
「
う
え
の
は
ら
の
野
菜
」
は
、
近
年

都
内
か
ら
多
く
の
方
が
買
い
求
め
に
来
る
ほ

ど
で
す
。

市
で
は
、
地
産
地
消
の
考
え
か
ら
新
鮮
野

菜
生
産
者
の
会
と
協
力
し
て
直
売
所
な
ど
で

販
売
さ
れ
る
安
心
で
安
全
な
地
元
新
鮮
野
菜

の
消
費
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
省
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
る

と
、
地
産
地
消
に
つ
い
て
多
く
の
消
費
者
は
、

新
鮮
、
安
心
、
お
い
し
い
、
安
い
、
生
産
者

が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
な
ど
の
魅
力
を
感
じ

て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
地
域
で
つ
く
っ
た
新
鮮
で
安

全
な
野
菜
を
積
極
的
に
食
べ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

《
う
え
の
は
ら
の
直
売
所
》

市
内
に
は
、
上
野
原
新
鮮
野
菜
生
産
者
の

会
な
ど
が
設
置
し
て
い
る
直
売
所
が
多
数
あ

り
ま
す
。
直
売
所
で
は
、
新
鮮
で
旬
な
野
菜

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
身
近
に
あ
る
直
売
所
に
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
農
村
地
域
づ
く
り
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1
9
）

〜
地
産
地
消
「
う
え
の
は
ら
の
野
菜
」
〜

私
は
、野
菜
を
つ
く
る
の
が
好
き
で
す
。

そ
れ
は
自
分
が
つ
く
っ
た
野
菜
を
み
な
さ
ん

が
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。あ
の

喜
ん
で
く
れ
る
笑
顔
を
み
る
と
、ま
た
心
を

込
め
て
丹
精
に
野
菜
を
つ
く
り
た
い
、み
な

さ
ん
の
も
と
に
届
け
た
い
と
強
く
思
い
ま

す
。私

た
ち
新
鮮
野
菜
生
産
者
の
会
で
は
、
こ

の
よ
う
な
想
い
を
も
っ
て
、「
う
え
の
は
ら

の
野
菜
づ
く
り
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
が
つ
く
っ
た
野
菜
は
、
市
内
の
直
売
所
で

販
売
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
談
合
坂
Ｓ
Ａ

や
さ
い
村
な
ど
は
、
都
内
の
お
客
さ
ん
が
多

く
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

都
内
の
方
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
み
な
さ
ん

に
も
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
な
す
、
ピ
ー
マ
ン
、

ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
な
ど
、
み
ず
み
ず
し
い

新
鮮
な
夏
野
菜
が
収
穫
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
近
く
の
直
売
所
な
ど
に
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

新鮮野菜生産者の会
会長　井上勇さん

み
な
さ
ん
の
笑
顔
の
た
め
に

▲多くのお客さんでにぎわう新鮮野菜朝市
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でで
きき
るる
ここ
とと
かか
らら

「「
節節
電電
」」をを
はは
じじ
めめ
よよ
うう

《
家
庭
で
で
き
る
節
電
》

エ
ア
コ
ン

冷
房
の
設
定
温
度
は

28
℃
以
上
を
心
が
け
よ
う
。

「
す
だ
れ
」
や
「
よ
し
ず
」
な

ど
で
窓
か
ら
の
日
差
し
を
和
ら

げ
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
エ
ア

コ
ン
を
消
し
扇
風
機
を
使
い
ま

し
ょ
う
。

冷
蔵
庫

冷
蔵
庫
の
設
定
を
「
強
」

か
ら
「
中
」
に
変
え
、
扉
を
開

け
る
時
間
を
で
き
る
だ
け
減
ら

し
、
食
品
を
詰
め
込
ま
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

照
明

日
中
は
照
明
を
消
し
、夜

間
も
照
明
を
で
き
る
だ
け
消
し

ま
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ

省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定

す
る
と
と
も
に
画
面
の
照
度
を

下
げ
、
必
要
な
時
以
外
は
消
し

ま
し
ょ
う
。

待
機
電
力

リ
モ
コ
ン
の
電
源
で

な
く
、
本
体
の
主
電
源
を
切
り

ま
し
ょ
う
。
長
時
間
使
わ
な
い

機
器
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ

ラ
グ
を
外
し
ま
し
ょ
う
。

※
注
意
　
高
齢
者
や
小
さ
な
お
子

さ
ん
が
い
る
ご
家
庭
は
、
過
度

な
節
電
に
よ
る
熱
中
症
な
ど
の

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
エ
ア
コ

ン
な
ど
は
、
体
調
管
理
に
十
分

注
意
し
な
が
ら
、
無
理
の
な
い

範
囲
で
節
電
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）

※
市
役
所
庁
舎
内
の
節
電
に
関
す

る
こ
と
は
、
総
務
課
管
財
担
当

（
蕁
62
―

3
1
1
7
）

東
日
本
大
震
災
に
と
も
な
う
福
島
第
一
原
発
事
故
の
影
響
か
ら
、
全
国

的
に
節
電
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
で
み
な
さ
ん
が
少

し
ず
つ
節
電
の
努
力
を
す
る
こ
と
で
、
安
定
し
た
電
力
供
給
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ

ん
も
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
節
電
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

〜
節
電
対
策
〜

市市職職員員採採用用試試験験案案内内
◆熱い思いを上野原市のために◆

市では、平成24年度職員採用試験を実施します。詳細につい
ては、募集要項または市ホームページをご確認ください。

○
平
成
25
年
度
採
用
予
定

事
務
職（
大
学
卒
）若
干
名

消
防
職（
高
校
卒
）若
干
名

○
受
験
資
格

《
事
務
職
》
昭
和
59
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大
学

を
卒
業
し
た
方
（
平
成
25
年
3

月
ま
で
の
卒
業
見
込
み
を
含

む
）
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上

の
資
格
を
有
す
る
方

《
消
防
職
》
昭
和
62
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
校

を
卒
業
し
た
方
（
平
成
25
年
3

月
ま
で
の
卒
業
見
込
み
を
含

む
）
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上

の
資
格
を
有
す
る
方

○
試
験
日
時
お
よ
び
試
験
会
場

・
第
1
次
試
験

9
月
16
日（
日
）

午
前
9
時
か
ら

・
試
験
会
場

も
み
じ
ホ
ー
ル

○
試
験
申
込
み

・
試
験
申
込
受
付
期
間

7
月
17

日（
火
）〜
8
月
7
日（
火
）

・
受
付
時
間

午
前
9
時
〜
午
後

5
時（
土
・
日
を
除
く
）

募
集
要
項
お
よ
び
試
験
申
込
書

は
、
7
月
2
日（
月
）か
ら
市
役
所

総
務
課
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.uenohara.ya

m
anashi.jp/

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
人
事
秘

書
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
7
）

《市役所の取り組み》
今年も市役所センタープラザ庁
舎側に「緑のカーテン」を設置
しました。また、ミストを楽し
むこともできます。

少し分かりず
らいですが、
霧状の水（ミ
スト）がでて
います。

け
あ
っ
て
、
地
元
の
北
海
道
か
ら

は
、
大
学
生
や
社
会
人
グ
ル
ー
プ
、

さ
ら
に
は
協
賛
企
業
ま
で
つ
い
た

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
厳
し
い
状
況
の
な
か
、

「
甲
斐
◇
風
林
火
山
」
は
、
強
豪

を
退
け
、
み
ご
と
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス

テ
ー
ジ
に
進
出
し
、「
優
秀
賞
」

を
獲
得
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
に
行
わ
れ
る
国
民
文

化
祭
で
も
、
こ
の
優
秀
賞
を
獲
得

し
た
演
目
を
観
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
で
は
、
平
成
25
年
に

開
催
す
る
じ
ょ
い
そ
ー
ら
ん
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
へ
多
く
の
み
な
さ
ん

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
じ

ょ
い
そ
ー
ら
ん
普
及
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
踊
り
を
練
習
し

て
、
国
民
文
化
祭
を
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。
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第第
2211
回回
ＹＹ
ＯＯ
ＳＳ
ＡＡ
ＫＫ
ＯＯ
ＩＩ
ソソ
ーー
ララ
ンン
祭祭
りり

「「
甲甲
斐斐
◇◇
風風
林林
火火
山山
」」優優
秀秀
賞賞
獲獲
得得

〜
札
幌
開
催
〜

「
甲
斐
◇
風
林
火
山
」

優
秀
賞
獲
得

山
梨
県
で
は
、
平
成
25
年
に

『
富
士
の
国
や
ま
な
し
国
民
文
化

祭
』を
開
催
し
、
県
内
各
市
町
村

で
文
化
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

市
で
は
、『
じ
ょ
い
そ
ー
ら
ん

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』と『
長
寿
食
文

化
の
祭
典
』を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
じ
ょ
い
そ
ー
ら
ん
を
代
表

す
る「
甲
斐
◇
風
林
火
山
」は
、国
民

文
化
祭
開
催
に
先
立
ち
、6
月
10
日

（
日
）に
北
海
道
札
幌
市
大
通
公
園

で
行
わ
れ
た「
第
21
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」に
出
場
し
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
、全
国
か
ら
集
ま
っ

た
2
7
1
チ
ー
ム
が
10
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
て
競
い
、各
ブ
ロ
ッ
ク
の

1
位
が
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
に

進
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

よ
さ
こ
い
そ
ー
ら
ん
の
本
場
だ

◆国民文化祭
マスコットキャラクター

北海道札幌市大通公園のステージで踊る「甲斐◇風林火山」のみなさん

じ
ょ
い
そ
ー
ら
ん

普
及
教
室

●
日
時

7
月
24
日
〜
8
月
28
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日
、
全
6
回
、

午
後
7
時
30
分
〜
9
時

●
会
場

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
対
象

小
学
生
か
ら
高
齢
者

●
費
用
保
険
代
1
2
6
円（
6
回

分
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
国
民
文
化
祭
担
当

（
蕁
62
―

3
4
0
9
）
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市市民民ののみみななささんんにに直直接接関関わわるる情情報報ココーーナナーー

国国民民年年金金保保険険料料

※平成21年度分以前の保険料に加算額が上乗せされます。

国民年金は、日本国内にお住まいの、20歳以上60歳未満のすべての方が加入

する制度です。保険料の納付を続けることで、老後の生活保障である老齢基礎

年金だけでなく、万が一のときに障害基礎年金や、遺族基礎年金が受け取れる

制度です。経済的な理由等で保険料を納付することが困難な場合は、申請によ

り保険料の納付を免除・猶予する制度があります。

年　　度

平成14年度の月分
平成15年度の月分
平成16年度の月分
平成17年度の月分
平成18年度の月分
平成19年度の月分
平成20年度の月分
平成21年度の月分

○免除の承認を受けた年度の保険料を平成23年度に追納する場合の額

全額免除

14,940円
14,720円
14,510円
14,560円
14,610円
14,640円
14,760円
14,840円

4分の3免除

－
－
－
－

10,950円
10,970円
11,070円
11,120円

半額免除

7,470円
7,360円
7,260円
7,280円
7,300円
7,320円
7,370円
7,420円

4分の1免除

－
－
－
－

3,650円
3,650円
3,690円
3,700円

※平成22年度および平成23年度の追納額には加算がつきません。

保
険
料
免
除
制
度

■
平
成
24
年
度
分
（
平
成
24
年
7
月
分
か
ら

平
成
25
年
6
月
分
ま
で
）
の
免
除
等
を
希

望
す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
平
成
23
年
度
分
（
平
成
23
年
7
月
分
か
ら

平
成
24
年
6
月
分
ま
で
）
の
申
請
は
、
平

成
24
年
7
月
末
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
は
、
前
年
の
所

得
に
応
じ
て
4
段
階
の
基
準
額
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
将
来
受
取
る
年
金
額

は
免
除
の
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
全
額
免
除

●
4
分
の
3
免
除
（
納
付
額
3,
7
5
0
円
）

●
半
額
免
除
（
納
付
額
7,
4
9
0
円
）

●
4
分
の
1
免
除
（
納
付
額
1
万
1,
2
4
0
円
）

※
一
部
納
付
は
、
納
付
す
べ
き
保
険
料
を
納

付
し
な
か
っ
た
場
合
、
未
納
と
同
じ
扱
い

と
な
り
ま
す
。

■
免
除
判
定
基
準

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
各
々
が
所
得

基
準
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

《
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
》

30
歳
未
満
の
方
は
、
世
帯
主
の
所
得
の
多

寡
に
か
か
わ
ら
ず
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
審

査
で
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

猶
予
制
度
で
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺

族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ

れ
ま
す
。

《
退
職（
失
業
）の
特
例
》

通
常
は
、
ご
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の

方
の
所
得
が
審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
方
の
な
か
で
、
今
年
度
ま
た
は
前

年
度
に
退
職
し
た
方
は
、
雇
用
保
険
の
受
給

資
格
者
証
や
離
職
票
等
の
公
的
機
関
の
証
明

書
を
添
付
す
る
こ
と
で
、
そ
の
方
の
所
得
は
、

審
査
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

《
追
納
制
度
》

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受
け
た

期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
期
間
に

比
べ
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。
10
年
以
内
（
平
成
24
年
4
月
分
は

平
成
34
年
4
月
末
ま
で
）
で
あ
れ
ば
後
か
ら

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
3
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る

場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
し
た
期

間
に
応
じ
て
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の

で
、
早
め
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す（
下
表

参
照
）。

《
申
請
手
続
き
》

市
民
課
国
保
年
金
担
当
、
秋
山
支
所
ま
た

は
各
出
張
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物

印
鑑
・
年
金
手
帳

※
代
理
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、
委
任
状
、

代
理
人
の
免
許
証
・
保
険
証
等
も
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所
（
蕁
22

―

3
8
1
1
）、
市
民
課
国
保
年
金
担
当
蕁

62
―

3
1
1
2
）

免免除除・・猶猶予予制制度度ををごご存存じじでですすかか
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後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療
制制
度度

ＵＵＥＥＮＮＯＯＨＨＡＡＲＲＡＡ　ＣＣＩＩＴＴＹＹ　　

現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証
（
薄
紫
色
）の
有
効
期
限
は
、

平
成
24
年
7
月
31
日
ま
で
で
す
。
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、

7
月
下
旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証
（
さ
く
ら
色
）を
簡
易
書
留
で
郵

送
し
ま
す
の
で
、
8
月
1
日
以
降
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

《
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証
は
？
》

8
月
に
な
っ
た
ら
、
は
さ
み
で
切
る
な
ど
し
て
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

《
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し
て
い
な
い
方
は
？
》

有
効
期
限
が
短
い
も
の
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

1
75
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
へ

資
格
・
給
付
に
関
す
る
こ
と

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
と
同
じ
く

8
月
1
日
か
ら
新
し
い
認
定
証
と
な
り
ま
す
。

※
前
年
度
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
引
き

続
き
適
用
要
件
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
職
権
で
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

基
準
収
入
額
申
請

住
民
税
課
税
所
得
金
額
が
145
万
円
以
上
の

被
保
険
者
が
い
る
世
帯
は
、
被
保
険
者
の
窓

口
負
担
の
割
合
が
3
割
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
一
定
基
準
額
以
下
で
あ
る
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
り
1
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
必
要
書
類

確
定
申
告
書
や
源
泉
徴
収
票
の
写
し
な

ど
、
所
得
状
況
の
わ
か
る
も
の

※
該
当
者
に
は
勧
奨
通
知
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る
期
限
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
年
金
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

2
7
月
1
日
ま
で
に
資
格
を
取
得
さ
れ
て
い

る
方
の
平
成
24
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
は
7
月
に
決
定
し
、
納
入
通
知
書
を
7
月

13
日
に
発
送
し
ま
す
。

7
月
2
日
以
降
に
資
格
を
取
得
し
た
被
保

険
者
の
方
へ
は
、
取
得
月
の
翌
月
に
納
入
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

《
保
険
料
率
の
改
訂
》

平
成
22
年
・
23
年
度
保
険
料
率

・
均
等
割
額
　
3
8,
7
1
0
円

・
所
得
割
率
　
7
・
2
8
％

平
成
24
年
・
25
年
度
保
険
料
率

・
均
等
割
額
　
3
9,
6
7
0
円

・
所
得
割
率
　
7
・
8
6
％

《
保
険
料
の
納
付
方
法
》

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
原
則
、「
年

金
か
ら
の
天
引
き
」
と
な
り
ま
す
が
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
納
付
書
・
口

座
振
替
で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

①
年
金
の
受
給
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
方

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料

の
合
計
額
が
年
金
受
給
額
の
2
分
の
1
を

超
え
る
方

《
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
方
は
、
口
座

振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
》

●
手
続
方
法

金
融
機
関
で
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

口
座
振
替
を
申
し
込
み
、
そ
の
際
に
受
け
取

る
「
納
入
者
控
」
と
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、

市
役
所
税
務
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

《
注
意
点
》

世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
か
ら
の
口
座
振
替

に
変
更
し
た
場
合
、
そ
の
社
会
保
険
料
控
除

は
、
口
座
振
替
に
よ
り
支
払
っ
た
方
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
世
帯
全
体
の
所
得
税
額
や

住
民
税
額
が
少
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

保
険
料
に
関
す
る
こ
と

す
。10

月
の
年
金
か
ら
の
天
引
き
分
か
ら
口
座

振
替
に
変
更
す
る
場
合
は
、
8
月
1
日
（
水
）

ま
で
に
税
務
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

《
保
険
料
の
軽
減
措
置
》

平
成
24
年
度
は
、
従
来
の
保
険
料
軽
減
措

置（
均
等
割
の
8.5
割
、
5
割
ま
た
は
2
割
軽

減
措
置
）に
加
え
、
次
の
軽
減
措
置
を
行
い

ま
す
。

①
世
帯
内
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
全
員
」
と
「
世
帯
主
」
の
所
得
金

額
の
合
計
額
が
33
万
円
以
下
の
方

②
①
の
方
の
う
ち
、
世
帯
内
の
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
全
員
」
が
、
年

金
年
収
80
万
円
以
下
で
、
他
の
所
得
が
な

い（
給
与
収
入
等
が
あ
る
場
合
で
も
、
控

除
後
の
所
得
が
０
円
で
あ
る
場
合
）世
帯

・
平
成
24
年
度
か
ら
均
等
割
が
9
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
直
前

は
「
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
」

で
あ
っ
た
方

・
平
成
24
年
度
は
均
等
割
が
9
割
軽
減
さ
れ

ま
す
。

④
年
金
収
入
が
153
万
円
以
上
211
万
円
以
下
の

方（
給
与
収
入
等
が
あ
る
場
合
で
も
、
控

除
後
の
所
得
が
91
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
）

・
所
得
割
が
5
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
3
）
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空空
間間
放放
射射
線線
量量
測測
定定
値値
報報
告告

市
で
は
、
帝
京
科
学
大
学
が
進
め
る
地
域
連
携
推
進
活
動
の
一
環
と
し
て
、
学

生
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
、
市
内
42
個
所
で
独
自
に
放
射
線
量
等
の
測
定
を
行
い

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
6
月
実
施
分
の
市
内
の
空
間
放
射
線
量
の
測
定
結
果
を
報

告
し
ま
す
。

測定場所
大目出張所
大目保育所

▲ 大野貯水池
甲東出張所
甲東保育所
巌 出 張 所
巌 保 育 所
沢松幼稚園
上野原西小学校
上野原西中学校

▲ コモアしおつ公園
上野原高校

▲ 帝京科学大学
島田出張所
島田保育所
島田幼稚園
島田小学校
島田中学校

▲ 少年野球場
▲ 桂 川 球 場
秋 山 支 所

測定場所
秋山保育所
秋山小学校
秋山中学校
大鶴出張所
旧大鶴小学校
上野原市役所
第一保育所
第二保育所
上野原幼稚園
羽佐間幼稚園
上野原小学校
上野原中学校
日大明誠高校

▲ 諏 訪 神 社
▲ 牛 倉 神 社
棡原出張所
棡原保育所
旧棡原小学校
西原出張所
西原保育所
西原小学校

5㎝
0.040
0.068
0.044
0.065
0.073
0.038
0.063
0.060
0.050
0.066
0.038
0.049
0.048
0.062
0.064
0.057
0.069
0.050
0.051
0.050
0.067

1ｍ
0.045
0.054
0.035
0.054
0.060
0.037
0.055
0.049
0.043
0.065
0.034
0.041
0.040
0.054
0.063
0.045
0.055
0.045
0.044
0.055
0.057

5㎝
0.057
0.047
0.051
0.059
0.062
0.057
0.071
0.082
0.058
0.068
0.061
0.061
0.054
0.054
0.052
0.066
0.055
0.059
0.091
0.084
0.087

1ｍ
0.054
0.047
0.049
0.058
0.050
0.039
0.073
0.069
0.049
0.057
0.062
0.056
0.055
0.050
0.046
0.047
0.053
0.056
0.074
0.075
0.077

◆市内の空間放射線量の測定結果　　　　　　　　　（単位：μＳｖ／ｈ）

※この測定結果は、6月14日に測定した結果です。
▲印の測定結果は、6月11日に測定した結果です。

※市では、空間放射線量を測定する測定器の貸出を行っています。貸出を希望
される方は、お問い合わせください。

●問い合わせ　生活環境課生活環境担当（蕁62－3114）

市市民民ののみみななささんんにに直直接接関関わわるる情情報報ココーーナナーー

金金婚婚式式・・
ダダイイヤヤモモンンドド婚婚式式

生
活
環
境
課
か
ら
お
知
ら
せ

市では、毎年各地区敬老会の席上で、金婚式・ダイ
ヤモンド婚式の対象者に、褒状・記念品の贈呈を行っ
ています。

《
平
成
24
年
度
対
象
者
》

●
金
婚
式

昭
和
37
年
中
に
婚
姻
届
を
提
出
し

て
い
る
ご
夫
婦

●
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式

昭
和
27
年
中
に
婚
姻

届
を
提
出
し
て
い
る
ご
夫
婦

※
特
例
措
置
と
し
て
、
婚
姻
届
を
提
出
し
て
い

な
く
て
も
、次
の
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
金
婚
式

昭
和
38
年
中
に
第
1
子
が
誕
生
し

て
い
る
場
合

●
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
　
昭
和
28
年
中
に
第
1

子
が
誕
生
し
て
い
る
場
合

※
対
象
者
は
、1
月
1
日
現
在
で
当
市
に
住
所

を
有
す
る
方
で
す
。

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
は
、
各
地
区
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
長
寿
健
康
課
高
齢
者
介
護
担

当（
蕁
62
ー

4
1
3
3
）

高高額額なな外外来来診診療療
をを受受けけてていいるる方方へへ

平成24年4月1日から「限度額適用認
定証」等が外来や薬局で使用できるよ
うになりました。

《
限
度
額
認
定
証
》

こ
れ
ま
で
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
は
、
入
院
し
た
医
療
機
関
に
「
限
度

額
適
用
認
定
証
」
を
提
示
す
る
と
、
窓
口
で

の
支
払
い
が
一
定
の
金
額（
限
度
額
）に
と
ど

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
4
月
の

受
診
分
か
ら
は
、「
入
院
」
だ
け
で
な
く
、

「
外
来
」
や
「
薬
局
」
で
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

一
つ
の
医
療
機
関
で
ひ
と
月
の
支
払
額
が

限
度
額
を
超
え
る
診
療
等
を
受
け
て
い
る
方

は
、
申
請
に
よ
り
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

等
の
発
行
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
年
金
担
当

（
蕁
62
ー
3
1
1
2
）

し
、
建
設
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。申

込
用
紙
は
、
建
設
課
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

●
対
象
住
宅

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危

険
性
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
住

宅
●
耐
震
改
修
補
助
事
業

・
住
宅
の
耐
震
改
修
に
要
す
る
経

費
の
2
分
の
1
以
内
で
60
万
円

ま
で
（
高
齢
者
等
世
帯
は
経
費

の
3
分
の
2
以
内
で
80
万
円
ま

で
）
補
助

●
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
補
助
事

業
・
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
（
居
間

な
ど
の
1
室
を
耐
震
化
す
る
工

事
）
に
要
す
る
経
費
の
2
分
の

1
以
内
で
18
万
円
ま
で
（
高
齢

者
等
世
帯
は
経
費
の
3
分
の
2

以
内
で
24
万
円
ま
で
）
補
助

●
申
込
方
法

事
前
に
計
画
段
階

で
建
設
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

広
報
4
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業

の
申
込
期
間
は
、
7
月
2
日
か
ら

7
月
31
日
ま
で
で
す
。
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
の
対
象
と
な

る
方
は
、
必
ず
期
間
中
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
期
間
後
の
受
付
は
で
き
ま
せ

ん
。

秋
山
地
区
内
の
市
営
住
宅
に
つ

い
て
、
先
に
公
募
し
た
補
欠
入
居

応
募
者
以
外
に
入
居
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
建
設
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
課
計
画
担
当（
蕁
62
―

3
1

2
3
）

広報うえのはら　No.89  12

外外国国人人のの方方にに関関すするる
新新ししいい制制度度ががススタターートトししまますす
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「「
住住
宅宅
のの
耐耐
震震
化化
」」をを
進進
めめ
よよ
うう

●
対
象
住
宅
　
次
の
項
目
す
べ
て

に
該
当
す
る
住
宅

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
が
所
有

し
、
居
住
し
て
い
る
こ
と（
1

所
有
者
に
つ
き
1
棟
が
対
象
）

・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
、

木
造
従
来
工
法（
伝
統
工
法
等
）

で
建
築
さ
れ
た
住
宅

・
2
階
建
て
以
下
、
延
べ
床
面
積

300
㎡
以
下
の
住
宅

・
専
用
住
宅
、
ま
た
は
、
住
宅
部

分
が
2
分
の
1
以
上
の
併
用
住

宅
・
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
以
外
の

戸
建
住
宅

・
市
税
等
未
納
が
な
い
方
が
所
有

す
る
住
宅

●
診
断
費
用

無
料
（
個
人
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
申
込
期
間

7
月
2
日（
月
）〜

12
月
28
日（
金
）（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

●
申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

1
わ
が
家
の
耐
震
診
断

（
無
料
診
断
）

2

わ
が
家
の
耐
震
化

（
補
助
事
業
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

（
補
助
事
業
）

3

■
外
国
人
登
録
制
度
が
廃
止
さ

れ
、
外
国
人
の
方
も
住
民
基
本

台
帳
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

①
住
民
票
の
写
し
が
発
行
可
能
に

な
り
ま
す
。

日
本
人
と
外
国
人
と
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写

し
が
発
行
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
簡
体
字
等（
中
国
簡
体

字
、台
湾
繁
体
字
等
で
日
本
の

正
字
で
な
い
も
の
）は
、対
応
す

る
日
本
の
正
字
に
な
り
ま
す
。

②
市
外
に
住
所
を
変
更
す
る
と
き

は
、
転
出
届
が
必
要
で
す
。

市
外
へ
の
住
所
変
更
（
転
出
）

が
あ
る
時
に
は
、
転
出
す
る
前

に
市
役
所
へ
の
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

■
入
管
法
が
改
正
さ
れ
外
国
人
の

方
の
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

①
届
出
の
負
担
が
減
り
ま
す
。

在
留
資
格
や
在
留
期
間
等
の
変

更
に
つ
い
て
は
、
地
方
入
国
管

理
局
の
み
へ
の
届
出
に
な
り
、

市
役
所
へ
の
届
出
は
不
要
に
な

り
ま
す
。

②
「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
が
な

く
な
り
ま
す
。

外
国
人
登
録
証
明
書
が
「
在
留

カ
ー
ド
」
ま
た
は
「
特
別
永
住

者
証
明
書
」
に
変
わ
り
ま
す
。

現
在
の
外
国
人
登
録
証
明
書
は

改
正
後
も
し
ば
ら
く
の
間
は
有

効
で
す
。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

改
正
法
の
施
行
日
前
日
ま
で
は

住
所
変
更
や
在
留
資
格
等
の
変

更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
現
行
の

外
国
人
登
録
法
に
基
づ
い
た
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
必
要
な
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
窓
口
担

当
（
蕁
62
ー

3
1
1
2
）、

外
国
人
在
留
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
蕁
0
5

7
0
ー

0
1
3
9
0
4
）

（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
海
外

か
ら
は
03
ー

5
7
9
6
ー

7
1
1

2
）

77月月99日日かからら始始ままりりまますす！！！！

秋
山
地
区
内
の

市
営
住
宅

4

建
設
課
か
ら
お
知
ら
せ
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「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

●
日
時

7
月
30
日（
月
）午
前
9

時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法

1
人
ま
た
は
1
組（
5
人

程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話
時

間
は
お
お
む
ね
20
分
間
で
す
。

●
場
所

市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
蕁
62

―

3
1
1
8
蕭
62
―

5
3
3
3
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

もしもし　こちら市長室　～市長と市民のホットライン～

市
民
の
み
な
さ
ん
と

市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

《《
55
月月
開開
催催
報報
告告
》》

5
月
29
日
（
火
）
の
市
民
の
み

な
さ
ん
と
市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー

ク
で
は
、
2
組
の
申
込
み
が
あ
り
、

「
下
水
道
事
業
」
と
「
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
す
る
講
演
会
開
催
」

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、「
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
関
す
る
講
演
会
開
催
」
に
つ

い
て
、
そ
の
開
催
内
容
の
一
部
を

報
告
し
ま
す
。

《
内
容
》

参
加
者：

私
た
ち
上
野
原
リ
サ
イ

ク
ル
の
会
で
は
、
東
日
本
大
震

災
に
と
も
な
う
福
島
第
一
原
発

事
故
の
影
響
か
ら
、
改
め
て
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
市
民
向

け
の
講
演
会
を
市
と
協
働
で
開

催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長：

市
と
し
て
も
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
必
要
性
は
感
じ
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
新
市
立
病
院

の
屋
上
に
、
太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

全
国
的
に
も
珍
し
い
も
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
再
生
可
能
な

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
講
演
会
に
つ
い
て
は
、
9

月
ご
ろ
開
催
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

「
あ
る
日
の
市
長
」

▲5月29日に開催された市民のみなさんと市長とのふ
れ愛トークの様子（上野原リサイクルの会のみなさんと
江口市長）

6
月
14
日
（
木
）、
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
上
野
原
四
方
津
店
で
開
催

さ
れ
た
「
セ
ブ
ン
あ
ん
し
ん
お
届

け
便
」
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー
に
江
口

市
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
「
セ
ブ
ン
あ
ん
し
ん
お
届

け
便
」
は
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心

に
、
買
い
物
に
不
便
を
感
じ
て
い

る
、
い
わ
ゆ
る
買
い
物
難
民
の
解

消
に
つ
な
が
る
移
動
販
売
の
サ
ー

ビ
ス
で
、
山
梨
県
内
で
は
、
上
野

原
四
方
津
店
が
初
め
て
行
う
も
の

で
す
。

こ
の
移
動
販
売
に
期
待
す
る
と

こ
ろ
は
、
買
い
物
難
民
の
解
消
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
、

ま
た
、
市
で
行
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス

へ
の
相
乗
効
果
、
さ
ら
に
は
災
害

時
の
役
割
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
市
と
し
て
は
、
近
い
将
来

を
見
据
え
て
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
大
き
な
期
待
を
し
て
い
ま

す
。

「飛び出せ、市長室！！」
市では、市内で活動しているサー

クルや集まりなどに市長が直接お伺
いし、日ごろの活動を拝見しながら
意見交換する「飛び出せ、市長室
！！」を実施しています。
これは、みなさんから、気兼ねな

い雰囲気のなかでお話を伺い、市政
運営の一助とすることを目的として
います。
今後もみなさんのところに訪問し、
ご意見を伺いたいと思います。
開催の様子は、広報うえのはらの
このコーナーで報告していきます。
●問い合わせ
企画課政策推進担当（蕁62ー3118）

《訂正とお詫び》広報6月号「市民のみなさんと市長と
のふれ愛トーク」で誤りがありました。正しくは、次の
とおりです。訂正してお詫びいたします。
（誤） 平和の日　→　（正） 平和の碑

ＨＨｏｏｔｔｌｌｉｉｎｎｅｅ
ららちちここ

ししももしし
もも

市
長
へ
の
手
紙

市
で
は
、
市
役
所
正
面
玄
関
と
教
育
委
員
会
窓
口
に
、
市
長
へ
の

手
紙
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
の
市
へ
の
要
望
や
ご
意
見
を
伺
う
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。

市
に
対
し
て
ご
意
見
や
要
望
が
あ
る
方
は
、
ボ
ッ
ク
ス
の
脇
に
置
い

て
あ
る
要
望
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

《
市
長
へ
の
手
紙
紹
介
》

◆
市
の
改
善

・
手
紙
の
内
容

上
野
原
駅
南
口
の
階
段
の
段

数
が
多
く
、
長
い
た
め
と
て
も

大
変
で
す
。

ま
た
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
の
お
店
が
無
い
こ
と
や

バ
ス
の
本
数
が
少
な
い
の
も
不

便
で
す
。

・
返
答
内
容

ご
指
摘
の
と
お
り
、
上
野
原

駅
南
口
階
段
に
つ
い
て
は
、
高

低
差
が
あ
る
た
め
、
非
常
に
長

く
段
数
も
多
い
状
況
で
す
。
ま

た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
歩
行

支
援
装
置
も
整
備
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
状
況
を

踏
ま
え
、
上
野
原
駅
周
辺
整
備

事
業
に
お
い
て
、
駅
南
口
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
等
を
設
置
し
、
階

段
等
の
不
便
さ
を
解
消
で
き
る

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
い
実
現
に
向
け
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
駅
周
辺
へ
の
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
誘
致
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
上
野
原
駅
南
口

側
で
行
わ
れ
る
土
地
区
画
整
理

事
業
の
な
か
で
、
関
係
地
権
者

等
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す

市市長長室室市市長長室室！！！！！！！！
～～市市長長とと市市民民ののホホッットトラライインン～～

市
長
の
ち
ょ
っ
と

ひ
と
り
言

№№2288

富
士
登
山
に
無
理
は
禁
物

7
月
1
日
は
、
各
地
で
「
海
開

き
」「
山
開
き
」
が
行
わ
れ
、
梅

雨
が
明
け
れ
ば
い
よ
い
よ
夏
本
番

で
す
。
み
な
さ
ん
も
夏
休
み
の
計

画
を
立
て
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
な
か
に
は
、
富
士
登
山
を
計

画
し
て
い
る
方
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
日
本
の
宝
で
あ
る
富

士
山
に
つ
い
て
、
私
が
富
士
吉
田

市
立
病
院
長
と
し
て
働
い
て
い
た

頃
の
思
い
出
を
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

富
士
山
に
登
る
登
山
客
は
、
平

成
17
年
が
20
万
人
、
平
成
22
年
が

32
万
人
と
約
1.6
倍
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
の

影
響
で
30
万
人
弱
で
し
た
。

季
節
的
に
は
天
候
の
良
い
7
月

中
旬
か
ら
8
月
末
に
か
け
て
登
山

客
が
集
中
し
ま
す
。

八
合
目
の
山
小
屋
『
太
子
館
』

に
併
設
し
て
あ
る
救
護
所
は
、
1

チ
ー
ム
5
名
（
医
師
2
名
、
看
護

師
2
名
、
事
務
員
1
名
）
の
2
泊

3
日
ご
と
の
交
代
で
登
山
客
の
救

護
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
私
も
7

月
下
旬
の
最
盛
期
に
3
年
続
け
て

手
伝
い
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
一
日
中
登
山
客
の
行
列
が
絶

え
る
こ
と
が
な
く
、
多
い
日
に
は
、

7
千
人
近
く
に
な
り
ま
す
。
当
然

救
護
に
あ
た
る
私
た
ち
も
一
睡
も

で
き
ず
3
日
間
働
き
続
け
で
す
。

救
護
所
に
来
る
患
者
さ
ん
の
多
く

は
高
山
病
で
、
そ
の
他
は
、
捻
挫
、

打
撲
、
擦
り
傷
、
切
り
傷
、
風
邪

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

最
近
は
外
国
か
ら
の
登
山
客
も

増
え
ま
し
た
が
、
な
か
に
は
、
関

西
や
九
州
方
面
か
ら
夜
行
バ
ス
で

き
て
、
そ
の
ま
ま
ご
来
光
を
拝
み

下
山
す
る
と
い
う
「
弾
丸
登
山
客
」

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

体
調
を
崩
す
方
の
多
く
は
こ
の

よ
う
な
方
で
す
。
富
士
登
山
を
甘

く
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ゆ
っ
た

り
と
し
た
計
画
と
装
備
で
登
山

し
、
思
い
出
の
多
い
夏
休
み
に
し

て
く
だ
さ
い
。

上野原市長　江口英雄
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※3案出してみました。



3～4か月児
9～10か月児
1歳6か月児
3 歳 児
2 歳 児
健 診
幼 児
歯 科 検 診

★歯周疾患検診
◎対 象 者 市内に住民登録があり平成25年4月1

日までに次の年齢になる方　
40・45・50・55・60・65歳

◎検 診 料 800円
◎医療機関 山梨県歯科医師会加盟の歯科医院
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。

★子宮頸がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸部がん検診
※医師の判断で子宮頸体部がん検診を実施した場
合の自己負担金は2,200円となります。

◎医療機関 大月市：稚枝子おおつきクリニック・
武者医院

都留市：磯部医院・都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください（山梨県内のみ）。

◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

★乳幼児すこやか相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気

になる」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大
変」などの悩みごとに対し、心理相談員、保健師
が相談を行います。
◎日　　時 8月6日（月）予約制となります。
◎対　　象 市内在住の就学前の子と保護者
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。

★乳幼児健診（7/1～8/10の予定）

※詳細については該当児にお知らせを郵送します。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日除く）

午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等でご都合のつかない方は、保健担当へお
問い合わせください。

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者 市内に住民登録があり平成25年4月1

日までに次の年齢になる女性　
40・45・50・55・60・65・70歳

◎検 診 料 700円
◎内 　 容 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日 7月17日（火）・8月21日（火）
※毎月第3火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関 上野原市立病院
◎申 込 み 直接、上野原市立病院へお申し込み

ください。（蕁62ー5121）
◎受付時間 午後1時～5時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険

加入者
75歳以上の後期高齢者医療制度の被
保険者

◎健 診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み お早めに各実施機関に直接お申し込
みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち物な
ど、詳細は各実施機関へお問い合わせください。

※市の集団検診との重複受診はできません。
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申込み・問い合わせ
0554－62－5121

0120－28－5592

042－644－3721

055－263－7071

実施機関
上野原市立病院

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）
クアハウス石和（笛吹市）

送迎
なし

一部あり

なし

一部あり

午前
午後
午前

午後

実施日
6月6日（水）

7月3日（火）
8月3日（金）
7月9日
（月）
7月9日
（月）

該当児
平成24年2月21日～3月28日生
平成23年9月1日～9月30日生
平成22年12月1日～12月31日生
平成21年3月1日～4月30日生
平成22年4月1日～4月30日生
平成22年5月1日～6月30日生
平成22年12月1日

～平成23年2月28日生
平成21年5月1日～7月15日生

7月9日
（月）

7月13日（金）

★勤労青少年ホーム前駐車場の変更
勤労青少年ホーム前駐車場は、公共施設等を利用される方のため

の駐車場として開放していましたが、市立病院建設工事にともない
現在利用できなくなっています。
施設等を利用される方は、旧役場跡地に駐車をお願いします。

保保健健だだよよりり ●お問い合せ　長寿健康課保健担当（62-4134）

子育てプレイルーム

●対象　就学前のお子さんと保護者
●内容 親子で安心して遊べる場所、保護者の情報交換

の場所として開放しています。
※初めて利用される方は事前にお申し込みください。
●日時 7月5日（木）、11日（水）、18日（水）、25日（水）

8月1日（水）
午前9時～正午

●場所 もみじホール2階
会議室2

●問い合わせ 福祉課子育て支
援担当（蕁62-3115）
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ううええののははららううええののははらら健康家族健康家族

子子育育てて情情報報館館 伝伝言言板板
不妊に悩む方への

特定治療支援事業
県では、特定不妊治療（体外受精および顕微授精）を

行った夫婦に対して費用の助成を行っています。
今年度は、1回あたりの助成限度額が15万円となって

います。詳しくは、お問い合せください。

出張メンタルヘルス講座
県では、職場内のこころの健康づくりをサポートする
ため、精神科医師、保健所スタッフによる「出張講座」
や「こころの健康相談」を行っています。費用負担はあ
りません。詳しくは、お問い合せください。

●問い合わせ　富士・東部保健福祉事務所（富士・東部
保健所）富士吉田市上吉田1-2-5（蕁0555-24-9032）

http://www.pref.yamanashi.jp/ft-hokenf/index.html

保保健健師師かかららののメメッッセセーージジ
★糖尿病
広報5月号の「健康アイ」のコーナーでは、「集団検診からわかること」という内容を掲載しました。そのなかで、

糖尿病予備軍の方が増加している状況をお伝えしました。今回の「保健師からのメッセージ」では、山梨県国民健康
保険団体連合会から出されている「山梨県の医療費データ」をもとに、糖尿病の状況をお伝えします。

人工透析になる原因は？
平成22年12月末現在、日本で透析治療をしている

患者さんの数は、平成21年12月より7,591人増えて
298,252人となりました。透析になる原因は、糖尿病
が最も多く、山梨県では、全国平均よりもさらに糖尿
病のしめる割合が高くなっています。平成23年度に
県内で新しく透析になった患者さんは、322人ですが、
その45.7％の147人が糖尿病が原因でした。
上野原市の糖尿病件数は、山梨県国民健康保険疾病

分類別統計（平成23年5月診療分）によると278件で
す。糖尿病患者が病院を受診する率は、平成23年度
で3.56％と、山梨県の3.42％より若干高くなっていま
す。年齢階層別受診率を見ると、30歳代から徐々に
受診者が増え始めていきます。また、男性と女性では、
男性の受診率が高い状況です。

合併症
糖尿病の患者さんは、経過中に循環器疾患をはじめ

とした合併症を起こす頻度が高く、費用の面でも多く
かかります。糖尿病による多くの合併症を減らすため
には、まず糖尿病の治療をして良好な血管管理を行う
ことが必要です。糖
尿病は、罹患期間が
長く、腎不全にいた
るまでに15年程度
かかります。日ごろ
の健康管理を十分
に行い、糖尿病が
進行し合併症をお
こさないようにす
ることが重要です。



上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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屋
外
広
告
物
の

適
正
化
の
お
知
ら
せ

屋
外
広
告
物
は
、「
山
梨
県
屋

外
広
告
物
条
例
」
に
よ
り
、
そ
の

大
き
さ
、
色
合
い
等
の
基
準
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
戸
別
訪
問
に
よ
り
看
板

の
調
査
や
適
正
化
の
お
願
い
等
を

行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
都
市
計
画
・
建
設
課

都
市
計
画
担
当（
蕁
22
―

7
8
3

6
）

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
施
設
見
学
の
お
知
ら
せ

●
日
時

7
月
18
日（
水
）午
前
9

時
出
発
〜
午
後
3
時
30
分
到
着

予
定

●
集
合
場
所
　
市
役
所
前
庭

●
見
学
先

①
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
そ
よ
か
ぜ
」

社
会
福
祉
法
人
あ
り
ん
こ
・
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
あ
り

ん
こ（
富
士
吉
田
市
大
明
見
1

6
9
6
）

②
富
士
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園
　
社
会
福

祉
法
人
　
聖
ヨ
ハ
ネ
会
（
南
都

留
郡
忍
野
村
忍
草
2
7
4
8
）

●
参
加
者

20
名
程
度

●
参
加
費

9
0
0
円
程
度
（
お

土
産
代
や
お
弁
当
代
）

※
参
加
費
は
当
日
徴
収
し
ま
す
。

●
申
込
締
切
　
7
月
12
日（
木
）先

着
順

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉

課
障
害
福
祉
担
当（
蕁
62
│

3
1

1
5
）、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
運

営
委
員
八
木（
蕁
0
9
0
―

2
7

2
3
―

2
4
2
2
）、長
田（
蕁
0

9
0
―

3
2
4
0
―

5
7
7
0
）

一
般
家
庭
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

技
能
講
習
会
の
お
知
ら
せ

●
日
時

7
月
31
日（
火
）〜
8
月

10
日（
金
）
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
4
時

（
土
・
日
・
月
を
除
く
8
日
間
）

●
場
所

大
月
市
勤
労
青
年
セ
ン

タ
ー

●
対
象
者

就
職
・
就
業
を
希
望

す
る
55
歳
以
上
の
方
（
公
共
職

業
安
定
所
に
事
前
の
求
職
登
録

が
必
要
）

●
受
講
料

無
料

●
定
員

20
名

※
定
員
を
上
回
る
場
合
は
書
類
選

考
等
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

※
可
否
の
決
定
は
通
知
で
連
絡
し

ま
す
。

●
申
込
期
限

7
月
18
日（
水
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

東
部

広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

上
野
原
事
務
所（
蕁
62
―

4
7
0

0
）

講師（所属）
須田三枝子
（帝京科学大学こども学科非常勤講師）
佐々木隆馬
（（財）埼玉県生態系保護協会研究員）
別府敏夫
（帝京科学大学名誉教授）
川田裕樹
（帝京科学大学こども学科講師）
新山裕之
（港区立にじのはし幼稚園園長）

講師（所属）
大辻一也（帝京科学大学アニマルサ
イエンス学科教授）
町頭隆児
（有限会社オフィステラ）
張東君（財団法人台北動物園保育
教育基金会コーディネーター）

講演タイトル
ペットを長生きさせる食餌

大学生のリスクマネジメント
～危険を知り、自ら安全を確保しよう～
台北動物園について

開催日
7月5日（木）

7月12日（木）

7月26日（木）

アニマルサイエンス学科
回
1

2

3

講演タイトル
子どもと音楽劇

上野原の豊かな自然

植物を活用した保育

幼少期の生活習慣と健康

身近な自然を生かす保育

開催日
7月4日（水）

7月9日（月）

7月16日（月）

7月19日（木）

7月23日（月）

こども学科 帝
京
科
学
大
学
公
開
講
座
の

お
知
ら
せ

●
開
催
日
　
左
の
表
参
照

●
開
催
時
間

午
前
11
時
20
分
〜

午
後
0
時
50
分

※
★
印
の
講
演
時
間
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
場
所
　
帝
京
科
学
大
学
上
野
原

キ
ャ
ン
パ
ス
本
館
棟

●
受
講
料
　
無
料

●
定
員
　
各
回
20
名

●
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
受
付
は
、
平
日
午
前
10
時

〜
午
後
4
時

●
問
い
合
わ
せ

帝
京
科
学
大
学

上
野
原
キ
ャ
ン
パ
ス
管
理
係

（
蕁
63
│

6
9
1
1
）

回
★
1
2

3

★
4
5
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は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）の
方

●
申
込
期
限

7
月
23
日（
月
）

※
再
受
講
の
方
は
申
込
み
の
際
、

以
前
に
受
講
し
た
普
通
救
命
講

習
修
了
証
の
交
付
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
警

防
救
急
担
当
（
蕁
62
│

4
1
1

1
）

平
成
24
年
度
消
防
設
備
士

試
験
の
受
験
案
内

●
試
験
種
類
　
甲
種
・
乙
種

●
試
験
日

8
月
25
日（
土
）

●
試
験
会
場

山
梨
英
和
大
学

（
甲
府
市
横
根
町
8
8
8
）

●
願
書
受
付
期
間

《
書
面
申
請
》
7
月
17
日（
火
）

〜
24
日（
火
）（
土
日
除
く
）

《
電
子
申
請
》
7
月
14
日（
土
）

〜
21
日（
土
）

●
願
書
受
付
場
所

消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
山
梨
県
支
部

※
郵
送
可
（
〒
4
0
0
│

0
0
2

6
甲
府
市
塩
部
2
│

2
│

15
湯
村

自
動
車
学
校
敷
地
内
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
7
月
の
申
請
書
提
出
期
限

7
月
10
日（
火
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会
（
経
済
課
内
蕁
62
―

3

1
1
9
）

応
急
手
当
講
習
会
の

お
知
ら
せ

●
日
時

7
月
28
日（
土
）午
前
9

時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階
会

議
室
1

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

※
願
書
は
、（
財
）市
消
防
本
部
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
予

防
担
当（
蕁
62
―

4
1
1
1
）

第
8
回
青
少
年
の
非
行
・
被
害

防
止
市
民
大
会
の
お
知
ら
せ

毎
年
7
月
1
日
〜
31
日
は
、

『
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全

国
強
調
月
間
』
で
す
。

《
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
》

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
子
ど
も
の

未
来
〜
地
域
の
子
ど
も
は
地
域

で
守
り
育
て
る
」

●
日
時

7
月
14
日（
土
）午
後
1

時
30
分
開
始（
受
付
午
後
1
時
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

・
社
会
へ
の
提
言
（
中
学
生
、
高

校
生
）

・
記
念
講
演
「
子
ど
も
の『
生
き

る
力
』
を
育
む
地
域
の
あ
り
方
」

（
講
師
　
都
留
文
科
大
学
社
会
学

科
　
高
田
研
教
授
）

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

の
お
知
ら
せ

●
日
時

8
月
10
日（
金
）午
後
1

時
〜
4
時

●
場
所

市
役
所
1
階
会
議
室
Ｂ

（
福
祉
課
横
）

●
相
談
内
容

離
婚
・
相
続
・
土

地
等
の
賃
貸
借
や
損
害
賠
償
・

サ
ラ
金
等
の
消
費
者
問
題
な
ど

●
定
員

6
名

●
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
申
込

み
（
予
約
制
）

●
申
込
期
間

7
月
26
日（
木
）

〜
8
月
8
日（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
ま
す
。

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
程
度
で

す
。
相
談
さ
れ
る
際
は
、
相
談

内
容
に
関
す
る
書
類
等
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

●
主
催

山
梨
県
弁
護
士
会

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）

第
5
回
「
上
野
原
み
ん
な
の

発
表
会
」
参
加
者
募
集

●
開
催
日

10
月
21
日（
日
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
対
象
者

市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
個
人
お
よ
び
団
体
の
ア

マ
チ
ュ
ア

●
募
集
ジ
ャ
ン
ル

歌
、
踊
り
、

楽
器
演
奏
、
演
劇
、
朗
読
な
ど

舞
台
出
演
で
き
る
も
の

●
発
表
時
間

20
分
以
内（
舞
台

セ
ッ
ト
か
ら
撤
収
ま
で
）

●
参
加
費
用

一
人
1,
0
0
0
円

●
申
込
方
法
　
申
込
用
紙
を
教
育

委
員
会
に
設
置
し
て
あ
る
受
付

箱
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
秋

山
支
所
、
各
出
張
所
に
も
提
出

可
能
で
す
。

※
申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
、
秋

山
支
所
、
各
出
張
所
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

●
申
込
期
限
　
8
月
19
日（
日
）

●
出
演
者
決
定

8
月
末
ま
で
に

実
行
委
員
会
か
ら
代
表
者
に
通

知
し
ま
す
。

●
そ
の
他

音
響
、
照
明
等
の
機

材
は
ホ
ー
ル
備
え
付
け
の
も
の

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
後
援

市
教
育
委
員
会
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府

放
送
局

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
み
ん
な

の
発
表
会
実
行
委
員
長
　
内
藤

栄
三
（
蕁
0
8
0
―

6
5
6
4
―

6
7
6
5
）

平
成
25
年
成
人
式
実
行
委
員

募
集

《
記
念
す
べ
き
成
人
式
を
自
分
た

ち
の
手
で
運
営
し
ま
せ
ん
か
》

●
日
時

平
成
25
年
1
月
13
日

（
日
）
午
前
11
時

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
実
行
委
員
対
象
者

生
年
月
日

が
平
成
4
年
4
月
2
日
〜
平
成

5
年
4
月
1
日
ま
で
の
方

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）
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広
　
　
告

診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

皮膚科

整形外科

ペイン外来

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

月曜日

反頭・細川
浜田

非常勤小児科医交替

長坂
吉田

柴垣
前之原

後藤

桜井

岡本
岡本

金曜日

岡本・村田
反頭・進藤
小林

長坂
協会派遣医師

川村
須田

※大野（時間制限）

森山
豊永

細川

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前/午後

午前

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午後

午前

午後

火曜日

岡本・村田
石井・津久井大

杣松

長坂

松原

上條

水曜日

細川・津久井大
反頭・牛島
中根

長坂

※
戸島

館野
黒田
小林

古屋

木曜日

清水・瀧山
津久井大・村田
非常勤小児科医交替

戸田
山梨大非常勤医師交代

協会派遣医師
※平良（予約）

中島
長嶺

※大野（予約）

※

●
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を

午
前
中
に
行
い
ま
す
。

《上野原市立病院　7月の外来診療のご案内》●問い合わせ 市立病院（蕁62－5121）

※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、詳しくはお問い合わせください。
●診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。（表は6月20日現在の予定です）

●登録料　1,050円（会員無料）
●会　費　5,250円（5日間）
●時　間　午後0時15分～1時20分　

Ｓ-1／7月23日（月）～ 7月28日（土）
Ｓ-2／7月30日（月）～ 8月 4日（土）
Ｓ-3／8月 6日（月）～ 8月11日（土）

上野原市民プール内

ふじスポーツクラブ
蕁0554－63－6222

※火曜日はお休みです。
※送迎バスあります。

2012夏
新入会受付中！！

●職務内容　生活に困窮する方の相談支援や公共職業安
定所などへ同行し、就労支援を行う（対象者宅への家
庭訪問があります）

●募集人員　1人
●資格要件　次の要件のすべてに該当する方
①普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）を所持していること
②ＰＣ（ワード・エクセル程度）の操作ができること
③官公署・医療機関・社会福祉施設その他の機関で就
労支援に関連のある相談支援業務に従事した経験（1
年以上）のある方、または、社会福祉主事任用資格お
よび社会福祉士等専門資格所持者

●欠格事項　次のいずれかに該当する方は応募不可
①成年被後見人または被補佐人
②禁固以上の刑に罰せられ、その執行を終えるまでの
方、またはその執行を受けることがなくなるまでの方
③日本国憲法施行の日以降において、日本国憲法または
その下に成立した政府を暴力で破壊することを主張す

生生活活保保護護就就労労支支援援員員募募集集
る政党その他の団体を結成し、またこれに加入した方

●審査方針　①1次審査　履歴書等による書類選考、②2
次審査　面接（面接日：7月26日（木）予定）

※1次審査通過者には通知します
●応募方法　必要書類を福祉課に郵送または持参
●応募締切　7月20日（金）必着
●必要書類　履歴書1通（ＪＩＳ規格のものに写真を添
付し右上に赤字で『生活保護就労支援員』と記入）

●勤務条件　
①勤務場所　福祉課（上野原市上野原3832）
②勤務時間　午前8時30分～午後5時15分（1時間休息）
③1週間4日以上（勤務日その他相談に応じます）
④給料　月額180,000円以内（有資格および経験年数
により決定）、通勤・期末手当有（社保加入）
⑤勤務期間　8月1日～平成25年3月31日

●申込み・問い合わせ 福祉課福祉総務担当（蕁62－3115）
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

●
受
付
期
間

8
月
1
日（
水
）

〜
9
月
7
日（
金
）

●
試
験
期
日（
筆
記
試
験
）
9
月

17
日（
月
）

■
陸
・
海
・
空
自
衛
官
候
補
生

（
任
期
制
）
女
子

●
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間

8
月
1
日（
水
）

〜
9
月
7
日（
金
）

●
試
験
期
日（
筆
記
試
験
・
口
述
・

身
体
検
査
）
9
月
23
日（
日
）

■
陸
・
海
・
空
一
般
曹
候
補
生

●
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間

8
月
1
日（
水
）

〜
9
月
7
日（
金
）

●
1
次
試
験

9
月
17
日（
月
）

■
海
・
空
航
空
学
生

●
資
格

高
卒（
見
込
み
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間

8
月
1
日（
水
）

〜
9
月
7
日（
金
）

●
1
次
試
験

9
月
22
日（
土
）

■
看
護
学
生（
男
・
女
）

●
資
格

高
卒（
見
込
み
含
む
）

で
24
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間

9
月
3
日（
月
）

〜
10
月
1
日（
月
）

●
1
次
試
験

10
月
20
日（
土
）

■
防
衛
大
学
校

《
推
薦
》

●
資
格

高
卒（
見
込
み
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
者

※
学
校
長
の
推
薦
等
が
必
要

●
受
付
期
間

9
月
3
日（
月
）

ササママーージジャャンンボボ　
一一等等・・前前後後賞賞合合わわせせてて
55億億円円（（11等等44億億円円、、前前後後賞賞各各55千千万万円円））

22000000万万ササママーー
11等等22千千万万円円××445500本本

77月月99日日（（月月））発発売売 22001122年年市市町町村村振振興興宝宝くくじじ

発発売売期期間間77月月99日日（（月月））～～2277日日（（金金）） 抽抽せせんん日日88月月77日日（（火火））
ここのの宝宝くくじじのの収収益益金金はは市市町町村村のの明明るるくく住住みみよよいいままちちづづくくりりにに使使わわれれまますす

山
梨
県
景
観
セ
ミ
ナ
ー
開
催

の
お
知
ら
せ

●
日
時

7
月
26
日（
木
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時

●
場
所

県
立
文
学
館（
甲
府
市

貢
川
1
―

5
―

2
）

●
講
師

吉
田
愼
悟（
色
彩
計
画
家
）

●
内
容
「
ま
ち
の
景
観
を
つ
く
る

屋
外
広
告
・
・
・
美
し
い
山
梨

県
の
景
観
形
成
に
寄
与
す
る
屋

外
広
告
物
の
あ
り
方
」

●
定
員

2
0
0
名

●
参
加
費

無
料

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
美
し
い
県
土
づ
く
り
推
進
室

（
蕁
0
5
5
―

2
2
3
―

1
3
2

5
）、
建
設
課
都
市
計
画
担
当

（
蕁
62
―

3
1
2
3
）

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
開
始
の

お
知
ら
せ

●
工
事
名

相
模
貯
水
池
堆
積
土

砂
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事

●
目
的

相
模
湖
の
上
流
域
の
災

害
防
止
等

●
内
容
　
堆
積
土
砂
掘
削
、
運
搬
、

仮
置
き
、
搬
出
の
各
作
業

※
し
ゅ
ん
せ
つ
量
15
万
m
予
定

●
場
所
　
桂
川（
桂
川
橋
下
流
）

●
期
間
　
平
成
25
年
3
月
末
ま
で

※
工
事
期
間
中
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

神
奈
川
県
企
業

庁
相
模
川
水
系
ダ
ム
管
理
事
務

所
相
模
ダ
ム
管
理
所（
蕁
0
4

2
―

6
8
4
│

3
5
2
1
）

3
市
交
流
事
業

「
健
康
づ
く
り
講
演
会
」開
催

●
日
時

7
月
25
日（
水
）
午
後
2

時
〜

●
場
所

都
留
市
う
ぐ
い
す
ホ
ー

ル
小
ホ
ー
ル

●
講
演

「
60
歳
か
ら
の
華
齢
」

●
講
師

昇
幹
夫
（
元
気
で
長
生

き
研
究
所
所
長
）

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
蕁
63

│

0
0
0
2
）

平
成
24
年
度

自
衛
官
等
募
集
案
内

■
陸
・
海
・
空
自
衛
官
候
補
生

（
任
期
制
）
男
子

●
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

《
社
会
人
・
大
学
生
等
》

●
受
付
期
限

8
月
24
日（
金
）

●
試
験
期
日
（
筆
記
試
験
・
口

述
・
身
体
検
査
）
9
月
1
日

（
土
）・
2
日（
日
）

※
口
述
・
身
体
検
査
は
、
後
日
指

定
さ
れ
た
1
日

《
高
校
生
》

同同時時
発発売売

（（財財））全全国国市市町町村村振振興興協協会会

〜
5
日（
水
）

●
試
験
期
日

9
月
29
日（
土
）・

30
日（
日
）

《
総
合
選
抜
》

●
資
格

高
卒（
見
込
み
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間

9
月
3
日（
月
）

〜
5
日（
水
）

●
1
次
試
験

9
月
29
日（
土
）

《
一
般
（
前
期
）
》

●
資
格

高
卒（
見
込
み
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間

9
月
3
日（
月
）

〜
10
月
1
日（
月
）

●
1
次
試
験

11
月
10
日（
土
）・

11
日（
日
）

《
一
般
（
後
期
）
》

●
資
格

高
卒（
見
込
み
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間

平
成
25
年
1
月
23

日（
水
）〜
2
月
1
日（
金
）

●
1
次
試
験

平
成
25
年
3
月
2

日（
土
）

■
防
衛
医
科
大
学
校

●
資
格

高
卒（
見
込
み
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間

9
月
3
日（
月
）

〜
10
月
1
日（
月
）

●
1
次
試
験

10
月
27
日（
土
）・

28
日（
日
）

■
高
等
工
科
学
校
生
徒（
男
子
）

《
推
薦
》

●
資
格

中
卒（
見
込
み
含
む
）

で
17
歳
未
満
の
者

※
学
校
長
の
推
薦
等
が
必
要

●
受
付
期
間

11
月
1
日（
木
）

〜
12
月
7
日（
金
）

●
試
験
期
日

平
成
25
年
1
月
12

日（
土
）〜
14
日（
月
）の
指
定
さ

れ
る
1
日

《
一
般
》

●
資
格

中
卒（
見
込
み
含
む
）

で
17
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間

11
月
1
日（
木
）

〜
平
成
25
年
1
月
7
日（
月
）

●
1
次
試
験

平
成
25
年
1
月
19

日（
土
）

●
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
山
梨
地

方
協
力
本
部
大
月
地
域
事
務
所

（
蕁
22
―

1
2
9
8
）

3



図書館イベント情報

上野原町史・秋山村市販売中
上野原町・秋山村の歴史が詰まった、
町誌・村誌を購入しませんか？
・上野原町誌　3冊1セット1万円
・秋山村誌　　1冊1万円
※購入を希望される方は、お問い合
せください。
●問い合わせ　企画課政策推進担当
（蕁62ー3118）

大
目
地
区

小
俣
〆
子
（
富
田
け
い
子
）

甲
東
地
区

安
藤
重
雄（
治
男
）、
富
田
武
治

（
武
広
）

巌
地
区

石
井
信
一
（
義
尚
）、
井
上
敏
江

（
良
一
）、
小
俣
　
男
（
真
司
）

島
田
地
区

長
谷
川
昌
子
（
一
彦
）、
河
内
桂

（
主
江
）

上
野
原
地
区

中
込
蝶
子
（
恒
夫
）、
佐
藤
光
喜

（
光
雄
）、小
泉
桂
子
（
博
夫
）、
安
藤

勝
枝
（
和
彦
）、
大
場
源
昭
（
卓
）

棡
原
地
区

石
井
文
子
（
明
文
）、
三
浦
ふ
さ
子

（
康
啓
）

西
原
地
区

古
家
縫
子
（

一
）

■ 第8回図書館
朗読のつどい

◎日時　7月21日（土）
午後1時開演

◎場所　もみじホール
◎内容　「猫年の女房」
沢村貞子／作　ほか

■ 子 ど も 映 画 館
『スイミー』
◎日時　7月14日（土）
午前10時～10時30分
午後2時～2時30分

■ お は な し 会
『かしこいさかなはかんがえた』
◎日時　7月21日（土）
午後2時30分～

◎たんぽぽ会

■ 親 子 文 芸 講 座
『押し花教室』
◎日時　7月28日（土）
午後2時～

■ 映 画 鑑 賞 会
『李香蘭』劇団四季ミュージカル
◎日時　7月22日（日）
午後1時30分～3時50分

23 広報うえのはら　平成24年7月号　　　　　

一

般

書

◇
『
武
曲
』

藤
沢
周
／
著
　
文
藝
春
秋

ラ
ッ
プ
に
夢
中
の
高
校
2
年

生
、
羽
田
融
は
ひ
ょ
ん
な
こ
と

か
ら
剣
道
を
は
じ
め
る
が
、
剣

道
部
の
コ
ー
チ
に
し
て
「
以
前

父
親
を
殺
し
た
ら
し
い
」
矢
田

部
研
吾
か
ら
い
き
な
り
一
本
を

取
る
。
だ
が
先
輩
に
マ
グ
レ
だ

よ
と
言
わ
れ
・
・
・
。

◇
『
笑
う
娘
道
成
寺
』

鯨
統
一
郎
／
著
　
光
文
社

夜
ご
と
バ
ー
に
集
ま
る
ヤ
ク

ド
シ
ト
リ
オ
と
美
貌
の
大
学
院

生
・
桜
川
東
子
。
ア
ル
バ
イ
ト

の
板
東
い
る
か
を
加
え
て
、
語

ら
れ
る
の
は
ち
ま
た
を
に
ぎ
わ

す
未
解
決
事
件

児

童

書

◆
『
消
え
た
少
年
の
ひ
み
つ
』

ド
リ
ー
・
ヒ
ル
ス
タ
ン
ド
・
バ

ト
ラ
ー
／
作
　
う
し
ろ
だ
な
ぎ

さ
／
絵
　
国
土
社

◆
『
夜
の
美
容
院
』

市
川
朔
久
子
／
作
　
講
談
社

◆
『
お
ば
け
や
さ
ん
2
』

お
か
べ
り
か
／
作
　
偕
成
社

絵

本

○
『
だ
れ
の
た
ま
ご
』

高
畠
邦
生
／
絵
　
斉
藤
洋
／
作

フ
レ
ー
ベ
ル
館

○
『
シ
ー
ル
の
か
く
れ
ん
ぼ
』

定
岡
フ
ミ
ヤ
／
作
・
絵
　
講
談

社
○
『
げ
ん
き
き
ゅ
う
し
ょ
く

い
た
だ
き
ま
す
！
』

つ
ち
だ
よ
し
は
る
／
作
・
絵

童
心
社

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

上野原市立病院からお知らせ
上野原市立病院管理者と院長が
変わりました。
平成24年3月31日付けで両角管理
者兼院長が、公営法人地域医療振興
協会内を異動したことにともない、
後任として上野原市立病院管理者に
村田暢宏医師、上野原市立病院院長
に長坂光泰医師が就任しました。

▲優勝した上野原中学校
空手部のみなさん

「
第
14
回
山
梨
県
中
学
校
空

手
道
選
手
権
大
会
優
勝

5
月
20
日（
日
）、
小
瀬
武
道

館
で
行
わ
れ
た
、
第
14
回
山
梨

県
中
学
校
空
手
道
選
手
権
大
会

女
子
団
体
組
手
と
女
子
団
体
形

の
部
で
、
上
野
原
中
学
校
が
み

ご
と
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

﨑  滿 黑 髙 德 年 砧 鄧 茂 膽 功刀 菊●

瀨 芳 髙 初 隆

﨑  滿 黑 髙 德 年 砧 鄧 茂 膽 功刀 菊●

瀨 芳 髙 初 隆

お
め
で
た

お
く
や
み
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掲載写真募集！　お問い合わせ 企画課企画調整担当（電話 62-3118）

巌
地
区

中
野
羽
海
う

み

（
陽
介
）、
征
矢
野
凱
也
が
い
や

（
賢
治
）

島
田
地
区

白
木
怜
奈
れ
い
な
（
建
司
）

上
野
原
地
区

小
山
藍
琉
あ
い
る

（
優
樹
）、
長
田
心
音
こ
こ
ね

（
渉
）、
金
丸
瑛は
な（
浩
明
）、
内
藤
大
翔
は
る
と

（
秀
紀
）

巌
地
区

飯
島
亮
太
＝
小
野
幸
子

上
野
原
地
区

金
瀧
佳
彦
＝
菊
池
綾
子

山
下
充
＝
窪
添
倫
理
子

棡
原
地
区

城
戸
要
平
＝
清
水
望

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
5
月
中
届
出
分
＝

掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

大鶴地区 山崎 裕透
ひろと

くん（1歳4か月）
栄二さん京子さんの長男

“明るく元気に育ってください。”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

上野原地区 大神田 陽斗
はると

くん（6歳3か月）

愛斗
まなと

くん（3歳7か月）
健太さん知恵さんの長男・二男

“元気いっぱいの2人！！優しく育ってね！！”

第
12
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道

選
手
権
大
会
出
場
権
獲
得

5
月
3
日
に
開
催
さ
れ
た
第

12
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道

選
手
権
大
会
山
梨
県
予
選
会
に

お
い
て
、
次
の
選
手
が
優
秀
な

成
績
を
お
さ
め
、
8
月
25
日
か

ら
行
わ
れ
る
全
国
大
会
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。《
敬
称
略
》

《
女
子
形
個
人
戦
》

小
笠
原
か
ず
は
（
秋
山
小
1
年
）

杉
本
彩
絢
（
秋
山
小
3
年
）

山
下
怜
子
（
上
野
原
小
5
年
）

《
男
子
組
手
個
人
戦
》

山
口
聖
也
（
上
野
原
小
4
年
）

小
俣
直
央
（
上
野
原
西
小
6
年
）

《
女
子
組
手
個
人
戦
》

関
原
愛
（
上
野
原
西
小
1
年
）

小
俣
晴
（
秋
山
小
2
年
）

杉
本
ゆ
り
（
上
野
原
小
3
年
）

天
野
愛
唯
（
秋
山
小
3
年
）

杉
本
絵
梨
（
上
野
原
小
5
年
）

杉
本
ま
り
（
上
野
原
小
5
年
）

第
40
回
山
梨
県
少
年
少
女

空
手
道
大
会

5
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
第
40

回
山
梨
県
少
年
少
女
空
手
道
大
会

に
お
い
て
、
上
野
原
空
手
道
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
総
合
優
勝
し
ま
し

た
。
ま
た
、
次
の
選
手
が
優
勝
し

ま
し
た
。

《
敬
称
略
》

《
女
子
の
部
形
個
人
戦
》

関
原
愛
（
上
野
原
西
小
1
年
）

山
下
怜
子
（
上
野
原
小
5
年
）

《
女
子
の
部
組
手
個
人
戦
》

関
原
愛
（
上
野
原
西
小
1
年
）

天
野
愛
唯
（
秋
山
小
3
年
）

杉
本
絵
梨
（
上
野
原
小
5
年
）

《
男
子
の
部
形
個
人
戦
》

山
口
聖
也
（
上
野
原
小
4
年
）

《
男
子
の
部
組
手
個
人
戦
》

山
口
聖
也
（
上
野
原
小
4
年
）

第
31
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
競
技
別
交
流
大
会
（
空
手

道
競
技
）
出
場
権
獲
得

6
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
第

31
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
競
技
別
交
流
大
会
空
手

道
競
技
山
梨
県
予
選
会
に
お
い

て
、
次
の
選
手
が
優
秀
な
成
績

を
お
さ
め
、
7
月
27
日
か
ら
行

わ
れ
る
本
大
会
の
出
場
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。

《
敬
称
略
》

《
男
子
の
部
形
個
人
戦
》

岩
間
奏
順
（
上
野
原
西
小
4
年
）

《
男
子
の
部
組
手
個
人
戦
》

山
口
陽
功
（
上
野
原
西
小
4
年
）

小
俣
渉
（
上
野
原
西
小
6
年
）

《
女
子
の
部
組
手
個
人
戦
》

山
下
怜
子
（
上
野
原
小
5
年
）

杉
本
ま
り
（
上
野
原
小
5
年
）


